
NASKA ROBOTICS GMBH
3DEXPERIENCEプラットフォームでロック
ファーミング/炭素回収の画期的なシステ
ムを開発 
お客様の事例

NASKA roboticsは、クラウドベースの3DEXPERIENCEプラットフォームを活用し、二酸化炭素を鉱化して気
候変動の影響に対抗するRockFarmロボット システムの研究開発に取り組んでいます。このロボット システ
ムは、石の塀を構築し、そこに二酸化炭素を吸収する20ミクロン未満の岩石粒子を充填して、その岩石媒
体が炭素で飽和したら塀を洗い流し、再び炭素を吸収する新鮮な岩石粉末を充填するというものです。



課題：
石の塀で炭素を回収するシステムを構築、維持し、
さらに他の農作業にも使えるロボット式ロック ファ
ーミング システムを開発すること。

ソリューション：
クラウドベースの3DEXPERIENCE製品開発プラ
ットフォームで機能する工業設計、機械設計、お
よび製品ライフサイクル管理のソリューションと
して、SOLIDWORKS 3D Sculptor（xShapeアプリ
を含む）、SOLIDWORKS 3D Creator（xDesignア
プリを含む）、ENOVIA Collaborative Industry 
Innovator（Lifecycleアプリを含む）を採用。

結果：
•	 デュアル ロボット式ロック ファーミング システム
の研究開発をクラウドで実施
•	 パンデミックによるロックダウン下においてもロボ
ット開発を継続
•	 ロボット式ロック ファーミング システムの開発を加速 
•	 開発コストを大幅に削減

「2019年の夏に3DEXPERIENCEプ
ラットフォームでプロジェクトを開始し
たときには、クラウド内のブラウザを介
したリモートワークがこれほど重要に

なるとは考えもしませんでした。3DEXPERIENCE
プラットフォームのおかげで、パンデミック下でも設
計は中断しません。たとえオフィスが閉まっていて
も、チームは自宅で作業を継続できます。ロックダウ
ンの状況にもかかわらず、開発は大きく進展してき
ました。このプラットフォームが私たちにとって理想
的なソリューションであることは間違いありません」
                                                           — Tobias Brett博士、CEO

ヨーロッパでは多くの農場が石の塀で囲われ、アイルランドだ
けで40,000km（10メートル/人）もの石塀があります。そして
今は、気候変動の悪影響をくい止めるために、大気中の二酸化
炭素（CO2）の回収が求められています。こうした背景から生ま
れたのが、NASKA robotics GmbHが開発を進めている革新的
なロボット式RockFarm炭素回収システムの着想です。ドイツ企
業である同社は、自動化システムで石の構築物を作成・保守す
る小型のサービス ロボット ソリューションの開発を目指し、欧
州地域開発基金、ブランデンブルク投資銀行、ドイツのブランデ
ンブルク州から研究プロジェクトの資金を調達しました。

NASKAのCEO、Tobias Brett博士によると、同社は2種類のロ
ボットを開発していますが、それらは一般的に入手可能なロボ
ットを改良したものです。これらのロボットによって、空洞な2
面の石塀を構築し、そこに火山岩を粉砕した媒体を埋めて、空
気が塀を通過する際に炭素を吸収できるようにします。まず、
ウォールビルディング ロボットが塀を構築します。次にファー
ミング ロボットが塀の空洞に、CO2を吸収する岩石粒（20ミク
ロン未満に粉砕されたもの）を埋めます。この岩石粉末が炭素
で飽和状態になると、飽和媒体は排水系を通じて水で洗い流
されます。その後、2つ目のロボットが塀のベースをきれいに
し、空洞に新鮮な粉末を満たします。このプロジェクトの目標
は、自動システムで石の構築物を作る小型のサービス ロボッ
ト ソリューションを開発し、それを小型電気自動車のメーカー
20社以上に各社の機械の追加モジュールとして提供できるよ
うにすることと、生態学的に有利でかつ気候変動に対抗する実
用的なソリューションを提供することです。

Brett博士は次のように述べています。「このシステムの開発で
は、庭や農場の作業への影響を最小限に抑えるソリューション
を考案したいと思っています。そのためには、人々が好む外観の
石塀、人々が購入したいと思うロボットを実現すると同時に、炭
素を回収し、環境を改善できることが重要です。また、このロボッ
トには、石塀の構築、充填、保守以外の作業能力、たとえば、生垣
の手入れや芝刈りなどの機能も搭載したいと思っています」

Brett博士によると、NASKAの設計チームは主にソフトウェア
開発者で構成され、彼らは、現在開発中の 2 つのロックファー
ミング ロボットの機械的拡張機能を、既存のロボットに適用で
きるようにするコードを作成しています。そのため、主にソフト
ウェアを専門とし、従来型CAD設計ツールの使用経験がないチ
ームメンバーでも、大がかりなトレーニングなしで使いこなせ
る機械設計プラットフォームが必要でした。 

「私たちは、分散したチーム全体がクラウドのブラウザ内で操作
で きるような 使 い や す い 設 計 ツ ー ル を 必 要としていまし
た。3DEXPERIENCE®プラットフォームの設計ツールを選択した
のは、操作方法がSOLIDWORKS®に最も近かったからです。オープ
ンソース ツールの使用に慣れているソフトウェア開発者は、ファ
イルやフォルダではなくツリー上のブランチの方が使いやすいと
感じますし、開発者の作業方法にも合っています」（Brett博士）

NASKAは、3DEXPERIENCEで機能するSOLIDWORKS 3D 
Sculptor（xShapeアプリを含む）、SOLIDWORKS 3D 
Creator（xDesignアプリを含む）、ENOVIA ® Collaborative 
Industry Innovatorを採用しました。選択の決め手は、使いや
すいこと、チームの工業設計、機械設計、ライフサイクル管理の
ニーズを満たしていること、クラウドのWebブラウザで機能す
ることでした。 



NASKA Robotics GmbH  
VARについて：SolidLine GmbH、ベルリン、ドイツ

本社： Platanenstr. 21
Schönefeld, Brandenburg D-12529
ドイツ
電話：+49 157 85114957

詳細情報： 
www.rockfarm.io

Naska roboticsの製品開発者は、3DEXPERIENCEプラットフォーム
でSOLIDWORKS 3D Creator（xDesignアプリを含む）とENOVIA 
Collaborative Industry Innovatorを使用しているため、ロボット設
計の開発やコラボレーションをクラウド内の標準Webブラウザで進
めることができます。これは同社にとって、特にCOVID-19のパンデミ
ックによりロックダウンが義務付けられていた時期には、非常に大
きなメリットとなりました。

パンデミック時に最適な設計ソリューション
2020年の始めに、COVID-19のパンデミックによるロックダウ
ンが始まると、NASKAの設計チームにとってクラウドベース
の3DEXPERIENCEプラットフォームはますます重要なものと
なりました。「2019年の夏に3DEXPERIENCEプラットフォーム
でプロジェクトを開始したときには、クラウド内のブラウザを介
したリモートワークがこれほど重要になるとは考えもしません
でした」とBrett博士は振り返ります。

「3DEXPERIENCEプラットフォームのおかげで、パンデミック
下でも設計は中断しません。たとえオフィスが閉まっていて
も、チームは自宅で作業を継続できます。ロックダウンの状況
にもかかわらず、開発は大きく進展してきました。このプラット
フォームが私たちにとって理想的なソリューションであること
は間違いありません」（Brett博士）

時間と費用を節約
CO2の鉱化を目指す独自のRockFarmロボット システムを
3DEXPERIENCEプラットフォームで開発することは、NASKA
にとって非常に有益でした。なぜなら、ドイツの新興企業であ
る同社は、これによって時間とコストを大きく節約できたから
です。Brett博士は次のように指摘します。「当社の設計ツール
はブラウザで動作し、データ インフラストラクチャはクラウド上
にあります。そのため、一般的にスタートアップ企業が直面して
きたハードウェアへの多額の先行投資を回避することができ
ました」

「パンデミックによるロックダウンだけでなく、当社のワークフロ
ーの面でも、時間の節約という形でコストが節約されていま
す。CADの経験がない同僚ともすぐに作業を開始できます。誰か
のところで作業が滞った場合は、その作業の一部をすぐに別のチ
ーム メンバーに渡し、遅延を防ぐことができます」（Brett博士）

設計の進捗に応じたセキュリティの拡張
3DEXPERIENCEプラットフォームにはもう1つ、NASKAが高
く評価する機能があります。それは、クラウドベースのプラット
フォームに対するユーザー権限とコミュニティ権限を管理する
ことで、セキュリティ  プロトコルを柔軟に拡張できる点で
す。Brett博士は次のように説明します。「開発プロセスの初期
には、さまざまなアイデアや概念を大急ぎで検討しました。この
時期にはセキュリティはそれほど重要ではないので、スタート
ダッシュのため、セキュリティ対策は除外し、全員にすべてを公
開しました」
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「設計の焦点をより厳密に絞り込む段階に入ってから、さまざ
まなチーム メンバーのアクセスや作業に制限を設定し、セキ
ュリティを強化しました。IP（知的財産）の保護が必要になれ
ば、その時点でさらにセキュリティを強化します。クラウドベー
スの3DEXPERIENCEプラットフォームは、セキュリティの柔軟
性が高く、設計の進展に応じてセキュリティの調整や拡張が可
能です。初期にセキュリティ プロトコルによって作業効率を低
下させることなく、IPを保護できます」（Brett博士）

ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に統
合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、人々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能なイノベーションの実現に向けて、企業や人々が利用する
3Dのバーチャル コラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3Dエクスペリエンス・プラットフォームとアプリケーションを使って現実世界の「バーチャ
ル エクスペリエンス ツイン」を生み出し、さらなるイノベーション、学び、生産活動を追求しています。

ダッソー・システム ズの 約2 万人の 従 業 員は、140 カ国 以 上、あらゆる規 模 、業 種の27 万社 以 上のお 客 様に価 値を提 供します。より詳 細な情 報
は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。

アメリカ大陸
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451 
USA

アジア - 太平洋 
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ソリッドワークス・ 
ジャパン株式会社
東京本社
+81-3-4321-3600
大阪オフィス
+81-6-7730-2702
info@solidworks.co.jp


